






























































年.月.日. 町　相　場 年.月.日. 町　相　場 年.月.日. 町　相　場
安政元.6.19. 17俵１分 15. 23俵２分 12.1. 21俵　　
閏7.24. 17俵８分 5.1. 23俵２分 15. 21俵　　
8.11. 18俵８分 9. 22俵７分 安政4.1.1. 20俵　　
9.15. 18俵８分 15. 22俵７分 15. 19俵６分
10.1. 　　　　〃 19. 22俵２分 2.1. 19俵４分
10.15 　　　　〃 24. 21俵７分 8. 19俵　　
11.1. 　　　　〃 6.1. 21俵８分 15. 19俵　　
15. 18俵３分 15. 21俵３分 3.1. 19俵２分
12.1. 　　　　〃 28. 20俵８分 15. 　　　　〃
15. 18俵　　 7.1. 　　　　〃 4.15. 19俵　　
安政3.1.1. 21俵５分 15. 20俵４分 28. 18俵６分
15. 21俵６分 22. 19俵９分 5.1. 　　　　〃
16. 21俵５分 8.1. 20俵　　 4. 17俵８分
2.1. 21俵５分 9. 20俵６分 15. 　　　　〃
3.1. 21俵５分 15. 21俵２分 21. 17俵４分
15. 21俵７分 25. 22俵２分 閏5.1. 17俵４分
21. 22俵２分 9.1. 22俵２分 10. 17俵　　
22. 22俵７分 10.1. 22俵４分 15. 16俵６分













































年.月.日. 町　相　場 年.月.日. 町　相　場 年.月.日. 町　相　場
22. 15俵９分 22. 11俵９分 3. 10俵　　
6.1. 15俵９分 26. 12俵６分 11. 12俵９分
11. 15俵５分 9.1. 　　　　〃 15. 　　　　〃
7.1. 15俵３分 15. 　　　　〃 11.1. 　　　　〃
11. 16俵３分 22. 12俵１分 15. 　　　　〃
15. 16俵５分 10.1. 　　　　〃 24. 12俵５分
8.1. 16俵５分 9. 10俵４分４厘 12.1. 12俵３分
15. 15俵７分 15. 　　　　〃 15. 11俵７分
9.1. 15俵７分 11.1. 10俵４分４厘 23. 11俵２分
15. 16俵２分 15. 10俵５分 文久2.1.1. 11俵２分
10.1. 　　　　〃 25. 10俵２分 5. 10俵　　
15. 15俵３分 12.1. 　　　　〃 7. 10俵７分
11.1. 15俵４分 15. □俵２分 22. 11俵２分
15. 15俵３分 16. 10俵　　 2.1. 　　　　〃
24. 15俵　　 文久元.1.1. 10俵　　 15. 11俵５分
12.1. 14俵８分 7. 9俵２分 3.1. 11俵８分
15. 14俵２分 15. 9俵７分 15. 　　　　〃
万延元.1.1. 　　　　〃 2.1. 　　　　〃 4.1. 11俵９分
6. 13俵３分 8. 8俵８分 15. 12俵３分
14. 13俵４分 15. 8俵５分 5.1. 　　　　〃
2.1. 13俵１分 25. 7俵８分 15. 11俵９分
15. 　　　　〃 3.1. 　　　　〃 21. 11俵５分
19. 12俵９分 15. 　　　　〃 6.1. 　　　　〃
29. 12俵６分 4.1. 8俵２分 15. 　　　　〃
3.1. 　　　　〃 15. 8俵２分 7.1. 12俵１分
15. 12俵４分 5.1. 　　　　〃 8. 12俵７分
26. 12俵　　 15. 　　　　〃 10. 13俵１分
閏3.1. 　　　　〃 6.1. 　　　　〃 15. 13俵５分
15. 　　　　〃 4. 7俵６分 19. 14俵　　
4.1. 　　　　〃 15. 　　　　〃 8.1. 　　　　〃
15. 　　　　〃 7.1. 　　　　〃 12. 14俵５分
5.1. 　　　　〃 15. 8俵　　 15. 　　　　〃
7. 11俵７分 29. 8俵５分 26. 15俵１分
15. 11俵３分 8.1. 　　　　〃 閏8.1. 　　　　〃
21. 10俵９分 3. 9俵　　 15. 　　　　〃
6.1. 11俵３分 8. 9俵６分 20. 14俵６分
15. 11俵３分 14. 11俵　　 26. 14俵１分
7.1. 11俵　　 15. 　　　　〃 9.1. 　　　　〃
15. 　　　　〃 20. 12俵　　 4. 13俵６分
20. 10俵８分 9.1. 11俵５分 15. 13俵１分
8.1. 　　　　〃 15. 11俵　　











































































































































































































































































































































































































年.月.日 白 米 年.月.日 白 米 年.月.日 白 米
安政1.1.20. 112文 8.19. 126文 7.19. 134文
2.5. 108文 8.24. 128文 8.11. 130文
2.晦. 106文 9.10. 130文 8.25. 126文
3.25. 104文 9.19. 136文 閏8.20. 130文
6.15. 108文 9.30. 140文 （不　明） 134文
7.4. 112文 12.23. 132文 （不　明） 138文
7.18. 118文 万延元.1.5. 136文 （不　明） 142文
7.28 112文 1.30. 138文 9.21. 146文
2.3.22. 100文 2.20. 140文 10.4. 154文
（不　明） 100文 2.30. 142文 10.30. 150文
12.4. 88文 3.15. 144文 11.15. 146文
3.1.5. 92文 3.20. 146文 11.晦. 150文
4.3.□. 94文 3.26. 148文 12.14. 152文
4.7. 100文 5.7. 152文 （不　明） 154文
4.26. 102文 10.11. 164文 文久3.1.7. 160文
閏5.9. 110文 10.15. 168文 1.23. 156文
閏5.14. 112文 11.25. 164文 1.27. 150文
閏5.20. 114文 12.5. 168文 （不　明） 148文
閏5.22. 118文 文久元.1.8. 184文 3.26. 152文
10.6. 116文 1.15. 174文 元治元.10.13. 162文
11.10. 120文 2.15. 192文 10.15. 174文
12.14. 128文 2.25. 214文 10.20. 180文
5.1.5. 132文 3.5. 210文 慶応元.3.15. 212文
2.3. 130文 4.1. 206文 4.1. 220文
2.30. 128文 6.5. 234文 4.7. 228文
3.8. 126文 8.1. 216文 4.15. 236文
4.10. 128文 8.3. 206文 4.20. 244文
4.24. 130文 8.8. 192文 4.25. 260文
5.1. 132文 8.14. 168文 5.14. 266文
5.9. 134文 8.20. 154文 （不　明） 266文
6.24. 136文 9.1. 162文 （不　明） 280文
8.15. 144文 9.15. 168文 （不　明） 288文
9.7. 136文 10.3. 158文 7.7. 304文
9.24. 140文 10.11. 140文 7.8. 294文
11.14. 132文 （不　明） 144文 7.15. 280文
11.26. 130文 （不　明） 152文 2.1.5. 366文
6.1.5. 134文 12.23 158文 1.16. 380文
1.24. 130文 文久2.1.10. 164文 （不　明） 380文
2.26. 132文 1.20. 158文 （不　明） 388文
3.20. 134文 2.15. 154文 （不　明） 400文
3.28. 136文 3.1. 150文 3.1.5. 736文
4.8. 138文 4.15. 146文 1.24. 724文
4.17. 140文 5.15. 150文 2.1. 820文
7.19. 138文 5.21. 154文 2.11. 852文
7.27. 136文 6.29. 150文 2.15. 884文
8.6. 132文 7.8. 146文 （不　明） 862文
8.12. 130文 7.10. 142文 2.30. 848文
8.17. 128文 7.14. 138文 4.1. 800文
出典　『幕末期米屋吉左衛門「諸事控」』（仮題）、愛知大学綜合郷土研究所蔵。
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おわりに
　以上、安政元年（1854）～文久２（1862）
年の町相場と安政元年～慶応３年（1687）の
白米小売値段を紹介し、その動向に関して補
足史料を挙げた。その際の視点は、松平氏の
城下町、東海道の宿場町、吉田湊をもつ湊町
という、三つの吉田の特質のうち、宿場町に
関するものに限った。それは、この特質が町
相場や小売値段の上下に極めて強く影響する
と、筆者が考えたからである。要約と課題を
示して結びとしたい。
　町相場・小売値段とも万延元年（1860）の
天候不順にともなう不作の影響で、同年後半
から翌文久元年６月にかけて数値が上昇し
た。町相場の上昇は、天保飢饉に匹敵するも
ので、万延元年の不作が単年で終わらずに数
年続けば、確実に飢饉状況が再現したといっ
ても過言ではないものであった。
　同様に、白米小売価格も１升あたり200文
台に上昇した。この水準は、刈谷の天保飢饉
時の白米価格と同水準で（19）、この点からも
万延元年の不作が、庶民生活に与えた打撃は
かなりのものであった。
　数値が不足しているが、慶応年間の１升あ
たり700文台という小売値段に対する評価に
ついては、あらためて説明する必要はないで
あろう。
　宿場町でもある吉田の米値段が、東海道利
用者の動向や政治状況に敏感に反応する例を
示した。ひとつは、参勤大名の滞留であり、
もうひとつは将軍家茂の上洛である。
　米価や諸色直段の動向を明らかにするとと
もに、その原因についても追求していくこと
が、今後の課題であろう。
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